




論 文 題 名  Comparative study between active and passive exposure of 
methamphetamine vapor in mice.  
（マウスにおけるメタンフェタミン蒸気の能動的曝露と受動的曝露の比較研究） 
 
























ットオフ値を 0.5 µg/mL とした場合，①群では曝露 72-96時間尿までカッ
トオフ値大きく超える MPAが検出された． 一方，②群では 0-24時間尿で
カットオフ値をやや上回る MPAが検出されたものの，24-48時間尿では GC-
MS 分析によっても検出限界以下であり，MPA も METH 同様，能動摂取と受
動摂取で尿中 MPA 濃度に大きな差があることが明らかになった．薬物の尿
 
中排泄推移から，吸入曝露試験において MPA は METH の代替薬として有用
性が高いことが示唆された．しかし，①群では一時的ではあるものの，わ
ずかな自発運動量の抑制と体温低下が認められ，MPA が一定程度中枢に移
行することが示唆された．そのため，ヒトでの研究を行う前に，MPA の中
枢抑制作用について更に検討を進める必要がある． 
